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テスト報告書作成

単体テスト報告書作成手順（1回目）

1. 課題に指定されたテスト報告書の『【画面】個別チェック』シートの内容を確認、この内容に沿ってテストを行う

　

2. 『【エビデンス】画面』シートに、各項目、画面やデータベースのスクリーンショット、図形（四角 "□"、矢印 "⇒"）などを用いてエビデンスを作成する

　※テスト結果が正しくなっていることがわかるようなエビデンスがあれば問題ないです。

3. 各項目、特に問題がないことが確認できた場合、"PG確認日"の欄に当日日付を記入する

4. テスト報告書の『【テーブル更新】チェック』シートの内容を確認、この内容に沿ってテストを行う（※テスト項目が書かれてない場合、テスト不要です）

5.『【エビデンス】テーブル更新』に、 2.と同様、画面やデータベースのスクリーンショット、図形（四角 "□"、矢印 "⇒"）などを用いてエビデンスを作成する。

・[input]には、登録するデータが表示されている画面を貼る

(MNK)万能工業プロジェクト

https://jpntechsys.backlog.com/projects/MNK


・[output]には、実行後に登録や変更されたデータがわかるようなデータベースの結果を貼る

6. 3.と同様、各項目、特に問題ないことが確認できた場合、"PG確認日"の欄に当日日付を記入する

7. テスト全て完了後、ファイル/ISV/テスト報告書(完了) に追加

　※元のテスト報告書が「ファイル/ISV/テスト報告書/08_マスタ」にあった場合、「ファイル/ISV/テスト報告書(完了)/08_マスタ」に追加

サンプル：
ファイル/ISV/テスト報告書/00_サンプル/021_procMasterInq_ラインマスター照会
ファイル/ISV/テスト報告書/00_サンプル/021_procMasterInq_ラインマスター保守

修正依頼後のテスト報告書作成手順

1. 課題に追加された「テスト報告書（再修正用）」以下に指定された報告書をダウンロードする。

2. テスト報告書の『【画面】個別チェック』『【テーブル更新】チェック』シートの項目の内、判定が「〇」以外の項目のテストを実行する

3. 特に問題がない場合、"結果（再テスト）"の"PG確認日"の欄に日付を記入する

4. 再テスト完了後、1回目と同じようにファイル/ISV/テスト報告書(完了) に追加する（上書きする形になるはず）

⇒ テスト完了後、ブランチにプッシュを行い、JTS担当に報告をお願いします。

松村実穂によって 5時間前 に作成されました。

松村実穂によって 4時間前 に最終更新されました。
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